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時
の
人
々
の
動
態
や
交
流
、
徒
歩
に
頼
っ
た
時

代
の
遠
方
と
の
結
び
つ
き
な
ど
黒
曜
石
が
流
通

し
て
い
た
頃
の
社
会
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
試

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

星
ヶ
塔
遺
跡
は
、
霧
ヶ
峰
山
塊
の
北
西
部
に

あ
る
星
ヶ
塔
山
の
東
斜
面
の
標
高
一
、五
〇
〇

㍍
の
林
内
に
広
が
る
縄
文
時
代
の
黒
曜
石
採
掘

遺
跡
で
す
。
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
約

三
五
、〇
〇
〇
平
方
㍍
の
範
囲
に
縄
文
時
代
の

黒
曜
石
採
掘
跡
が
一
九
三
か
所
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査

に
よ
り
縄
文
時
代
前
期
（
約
五
七
〇
〇
年
前
）

と
晩
期
（
約
三
〇
〇
〇
年
前
）
の
黒
曜
石
採
掘

抗
が
発
見
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
る
黒
曜
石
採

掘
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

星
ヶ
塔
遺
跡
の
黒
曜
石
は
、
理
化
学
的
産
地

分
析
に
よ
り
東
北
か
ら
東
海
地
方
ま
で
の
極
め

て
広
い
範
囲
に
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
星
ヶ
塔
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
の

資
源
開
発
と
流
通
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重

要
な
遺
跡
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
三
月
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
ヶ
塔
遺
跡
に
つい
て
、
史
跡
を
管
理
す
る
地

　

国
指
定
遺
跡 

星
ヶ
塔
黒
曜
石
原
産
地
遺
跡

（
以
下
星
ヶ
塔
遺
跡
）
は
、
南
信
森
林
管
理
署

管
内
の
東
俣
国
有
林
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

付
近
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
ガ
ラ
ス

質
火
山
岩
「
黒
曜
石
」
の
原
産
地
が
数
多
く
存

在
す
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
本
州
最
大
の
黒

曜
石
原
産
地
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
曜
石
は
、
打
ち
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易

に
鋭
い
刃
を
持
つ
欠
片
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
細
か
な
打
ち
割
り
に
よ
る
加
工
を
加
え

る
こ
と
で
様
々
な
形
に
変
形
す
る
こ
と
が
可
能

な
こ
と
か
ら
石
器
時
代
の
石
器
の
原
料
と
し
て

広
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

黒
曜
石
は
、
遠
隔
地
ま
で
流
通
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
黒
曜
石
を
持
ち
運
ん
だ
当

方
公
共
団
体
と
し
て
下
諏
訪
町
が
指
定
さ
れ
、

管
理
、
運
営
及
び
活
用
等
を
図
る
た
め
、
遺
跡

を
中
心
に
周
辺
約
三
㌶
の
国
有
林
を
下
諏
訪
町

か
ら
の
申
請
を
受
け
て
貸
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

自
家
用
車
等
で
の
入
山
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
希
望
者
向
け
に
下
諏
訪
町
教
育
委
員
会
が

開
催
す
る
見
学
会
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日
に
開

館
し
た
下
諏
訪
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
、
諏
訪
地
方
で
発
掘
さ
れ
た
黒
曜
石
や
土
器

の
展
示
の
ほ
か
、
星
ヶ
塔
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

黒
曜
石
発
掘
抗
を
忠
実
に
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ

が
あ
り
、
訪
れ
る
人
々
の
目
を
引
い
て
い
ま

す
。

◆
星
ヶ
塔
の
由
来

　

星
ヶ
塔
遺
跡
を
訪
れ
る
と
カ
ラ
マ
ツ
三
十
九
年

生
の
林
内
に
点
在
す
る
黒
曜
石
採
掘
跡
地
か
ら

古
代
の
人
々
が
打
ち
割
っ
た
と
思
わ
れ
る
黒
曜
石

の
細
か
な
欠
片
が
無
数
に
確
認
で
き
ま
す
。
晴

れ
の
日
は
、
日
の
光
を
反
射
し
、
雨
の
日
は
黒
光

り
が
増
し
、
夜
は
月
光
り
や
懐
中
電
灯
の
光
を

受
け
て
幻
想
的
な
輝
き
を
放
ち
ま
す
。

　

星
ヶ
塔
遺
跡
を
発
見
し
た
鳥
居
龍
蔵
に
よ
れ

ば
、
星
ヶ
塔
は
も
と
も
と
「
ホ
シ
ノ
ト
ウ
ゲ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
星
ヶ
塔
遺
跡
の

東
側
は
、
鷲
ヶ
峰
の
山
裾
と
星
ヶ
塔
山
の
間
の

へ
こ
ん
だ
部
分
で
あ
り
、
山
道
の
峠
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
峠
に
「
ホ
シ
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
ホ
シ
ノ
ト
ウ
ゲ
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
昔
の
人
々
は
黒
曜
石
の
こ
と
を
夜
空
に
輝

く
星
の
か
け
ら
と
考
え
「
ホ
シ
ク
ソ
」
と
呼
ん

で
お
り
、
そ
の
ホ
シ
ク
ソ
が
峠
道
に
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
か
ら
「
ホ
シ
ノ
ト
ウ
ゲ
」
と
い
う
地

名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
の
ち
に
そ
れ
が
ホ
シ

ノ
ト
ウ
、
そ
し
て
「
ホ
シ
ガ
ト
ウ
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
漢
字
が
当
て
ら
れ
、

現
在
の
「
星
ヶ
塔
」
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
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星ヶ塔遺跡の黒曜石発掘抗

縄文人が掘り出した黒曜石

下諏訪町埋蔵文化財センターのジオラマ

星ヶ塔周辺の遠望


